
石川県における平成２３年中の災害及び火災・救急の状況（速報）について 

 

石川県危機管理監室 

 

本県における平成２３年（１月～１２月）の災害及び火災・救急の状況について、各市町及

び消防本部(局)からの報告に基づき、以下のとおりとりまとめた。 

 

１．災害件数及び被害状況について 

 

 平成２３年中の災害件数は１９件で、前年（２１件）に比べ２件の減であった。 

また、平成２３年中の災害による被害としては、死者４人（前年比３人増）、負傷者２１人 

（前年比：１２人増）、住家全壊１棟（前年比：１棟増）、住家半壊０棟（前年比：増減なし）、 

住家一部損壊３棟（前年比：３７棟減）、住家床上浸水１０棟（前年比：９棟増）、住家床下

浸水９６棟（前年比：６８棟増）、非住家被害９３棟（前年比：７７棟増）、農林・土木施設等

の被害額３，８０７，７３３千円（前年比：２，４２７，６９５千円増）であった。 

 

《災害件数・被害の状況》 

 

区 分 

災 害 

件 数 

(件) 

人 的 被 害 住     家     被     害 非住家 

被 害 

(棟) 

被 害 額 

(農林・土木施設等) 

(千円) 

死 者 

(人) 

負傷者 

(人) 

全 壊 

(棟) 

半 壊 

(棟) 

一部損壊 

（棟） 

床上浸水 

（棟） 

床下浸水 

(棟) 

平成23年 19      4     21   1 0 3     10   96 93  3,807,733 

平成22年 21      1     9   0 0 40       1      28  16   1,380,038 

  増 減 ▲ 2    3   12  1   0 ▲ 37     9      68    77 2,427,695 

注：災害査定等で数値が変更されることがある。 

  

なお、災害による主な被害の状況は、以下のとおりである。 

・１月５日の突風により、志賀町で住家一部損壊２棟、非住家被害３棟の被害が発生した。 

・１月１５日の大雪により、七尾市で非住家被害１棟の被害が発生した。 

・１月２１日～２９日の雪により、能登町で死者１名、負傷者１名、金沢市で負傷者４名、白

山市で負傷者２名、非住家被害４棟、かほく市、輪島市のそれぞれの市で負傷者が１名、能

美市、七尾市のそれぞれの市で非住家被害１棟の被害が発生した。 

・１月３０日～２月８日の大雪により、白山市で死者１名、負傷者１名、非住家被害７棟、輪

島市で死者１名、金沢市で負傷者４名、非住家被害２棟、加賀市で負傷者２名、非住家被害

８棟、内灘町で負傷者１名、かほく市、七尾市、珠洲市、津幡町、中能登町のそれぞれの市

町で非住家被害１棟の被害が発生した。 

・２月１４日の雪により、能登町で死者１名、白山市で非住家被害１棟の被害が発生した。 

・２月１８日の雪により、白山市で非住家被害２棟の被害が発生した。 

・２月２２日の雪により、白山市で負傷者１名の被害が発生した。 

・５月１日の強風により、白山市で非住家被害１棟の被害が発生した。 

・７月４日の梅雨前線の豪雨により、七尾市で床上浸水５棟、床下浸水９２棟、非住家被害 

４２棟、穴水町で床下浸水１棟、非住家被害３棟、志賀町で床下浸水１棟の被害が発生した。 

・８月２６日の豪雨により、金沢市で床下浸水１棟の被害が発生した。    

・９月５日の台風第１２号により、白山市で非住家被害１棟の被害が発生した。 

・９月２１日～２３日の台風第１５号により、白山市で負傷者２名、輪島市で負傷者１名、 



珠洲市で住家全壊１棟、非住家被害３棟、志賀町で住家一部損壊１棟、床上浸水５棟、床下

浸水１棟、非住家被害８棟の被害が発生した。 

 

≪過去１０年間の災害件数・被害の状況≫ 

区 分 

災  害 

件  数 

(件 ) 

人  的 被  害 住      家     被      害 非住家 

被  害 

(棟 ) 

被  害 額 

(農林・土木施設等 )

       (千円 ) 

死  者 

(人 ) 

負傷者 

(人 ) 

全  壊 

(棟 ) 

半  壊 

(棟 ) 

一部損壊 

（棟） 

床上浸水 

（棟） 

床下浸水 

(棟 ) 

平成22年    21 1        9         40

1 

1       28 16      1,380,038 

平成21年      15         6 

 

 

1           11        19       1,278,567 

平成20年 12   

 

2 9 7 511 1,564 15 5,102,049 

 平成19年 14 1 338 

 

687 1,740 26,949 14 177 4,341 

 

62,076,853 

平成18年 14 3 12 2 1 14 13 159 43 9,819,046 

平成17年 23     4   17     8 14    113 20  8,410,819 

平成16年 22    42  1    72  26    224 195 10,759,604 

平成15年 16         8    3 118 13 1,901,388 

平成14年 32      2      1     20      8    204 97 7,424,616 

平成13年 24 1 128  1 78  43 73 5,603,602 

 

２．火災・救急の状況について 

 

(1)火災の状況について 

  平成２３年中の火災は、出火件数３２２件（前年比：３４件増）、建物焼損棟数２４９棟 

（前年比：３４棟増）、り災世帯数１５１世帯（前年比：４世帯増）、り災人員３９７人 

（前年比：２４人増）、死者１７人（前年比：４人減）、負傷者４８人（前年比：６人増）、 

損害額６９５，５１０千円（前年比：９，９０２千円増）、建物焼損床面積１１，９２１㎡ 

（前年比：２，６２２㎡増）、林野焼損面積３９６ａ（前年比：２６２ａ増）であった。 

  
≪出火件数及び被害状況≫ 

区 分 

 

出火件数 

(件) 

 

建 物 焼損 

棟  数 

(棟) 

 

り 災 

世帯数 

(世帯) 

 

り災 

人員 

(人) 

 

死 者 

(人) 

 

負傷

者 

 

(人) 

 

損害額 

 

(千円) 

 

建物焼損 

床 面 積 

(㎡) 

 

林野焼損 

面  積 

(a)   うち

住宅 

 う ち

住宅 

平成 23年 322 109 249 151 397 17 10 48 695,510 11,921 396 

平成 22年 288 100 215 147 373 21 9 42 685,608 9,299 134 

増 減 34   9 34 4 24 ▲4 1 6 9,902 2,622 262 



① 出火件数について 

平成２３年中の出火件数は３２２件と、前年より３４件増加した。火災種別では、建物

火災が１７２件と最も多く、全体の５３．４％を占めている。 

 
≪過去１０年間の火災種別≫ 

   （単位：件） 

区分 
平成 

14年 

 

15年 

 

16年 

 

17年 

 

18年 

 

19年 

 

20年 

 

21年 

 

22年 

 

23年 

建 物 

(うち住宅) 

246 

(138) 

197 

(109) 

232 

(121) 

225 

(117) 

231 

(133) 

224 

(123) 

211 

(126) 

204 

(123) 

162 

(99) 

172 

(109) 

林 野 34 34 20 19 5 22 14 28 11 23 

車 両 56 55 37 55 36 48 38 48 49 43 

船 舶 0 2 0 1 1 2 0 2 0 1 

航空機 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 

その他 82 68 68 58 49 73 81 81 66 83 

合 計 418 356 357 358 322 369 344 364 288 322 

 

 

② 死傷者について 

平成２３年中の火災による死者は１７人と、前年より４人減少した。また、負傷者は 

４８人と６人増加した。 

    
≪過去１０年間の死傷者≫  

                         （単位：人） 

区分 
平成 

14年 

 

15年 

 

16年 

 

17年 

 

18年 

 

19年 

 

20年 

 

21年 

 

22年 

 

23年 

死 者 

(うち住宅※) 

14 

(7) 

21 

(10) 

9 

(8) 

21 

(11) 

25 

(15) 

15 

(10) 

20 

(16) 

22 

(9) 

21 

(9) 

17 

(10) 

負傷者 61 45 44 52 74 47 48 43 42 48 

※放火自殺者等は含まない。 

 

 

③ 出火原因について 

平成２３年中の出火件数３２２件のうち、「放火（放火の疑い含む）」によるものが３３

件で最も多く、以下、「こんろ」３１件、「たき火」２９件であった。 

 
≪主な出火原因≫  

                                        （単位：件） 

区 分 放 火 こんろ たき火 たばこ ストーブ 火入れ 排気管 火あそび 配線器具 
電灯・電話 

等の配線 
その他 合 計 

平成23年 33 31 29 17 13 13 10 10 9 7 150 322 

平成22年 39 30 15 30 6 4 12 7 11 13 121 288 

増 減 ▲ 6 1 14 ▲ 13 7 9 ▲ 2 3 ▲ 2 ▲ 6 29 34 



(2)救急の状況について 

平成２３年中の救急出動件数は３８，６０７件（前年比：１，１７４件増）、搬送人員が

３６，３４１人（前年比：８９６人増）であった。 

このことは、県内で１日平均１０５．８件（前年比：３．２件増）、１３分３７秒に１件

の割合で救急隊が出動したこととなり、県民３２人に１人が救急車で搬送されたことになる。 

なお、救急出動件数及び搬送人員を事故種別ごとにみると、第１位がいずれも「急病」で

あり、以下、「一般負傷」、「交通事故」であった。 
 

 

≪救急の状況≫ 

区 分 
出動件数 

(件) 

搬送人員 

(人) 

県内の１日平均件数 

(件) 

出動頻度 搬送人員割合 

平成23年 38,607 36,341 105.8 13分 37秒に 1件 県民 32人に 1人 

平成22年 37,433 35,445 102.6 14分 2秒に 1件 県民 33人に 1人 

増 減 1,174 896 3.2 ▲ 25秒 ▲ 1人 

 
 

≪事故種別出動件数≫  

                                   （単位：件） 

種別 急病 
一般 

負傷 

交通 

事故 

自損 

行為 

労働 

災害 

運動 

競技 
加害 火災 水難 

自然 

災害 
その他※ 合 計 

平成23年 23,772 6,060 3,801 519 400 312 165 102 36 2 3,438 38,607 

平成22年 22,990 5,600 3,896 527 343 266 193 102 41 5 3,470 37,433 

対前年 782     460 ▲95   ▲8    57  46  ▲28 0       ▲5   ▲3   ▲32 1,174 

※その他：転院搬送等 

 
≪過去１０年間の出動件数、搬送人員≫ 

      （単位：件（出動件数）、人（搬送人員）） 

区分 
平成 

14年 

 

15年 

 

16年 

 

17年 

 

18年 

 

19年 

 

20年 

 

21年 

 

22年 

 

23年 

出動件数 28,992 31,172 32,544 33,675 34,216 35,440 35,431 35,064 37,433 38,607 

搬送人員 27,991 29,969 31,184 32,281 32,811 33,963 33,448 33,137 35,445 36,341 

 

 

 

 


